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添付マニニ 



本製品には、次のマニュアルび添付されています。 

本製品の各マニュアルをよくお読みになり、本製品を正しくお使いください。 


•はじめにお読みくだをい（付属：紙マニュアル） 

安全にお使いいただくためのご注意や、添付品の内容、各部の名称と機能、サポートに関する情報 
などを説明しています。 

本製品をお使いになる前に必ずお読みになり、正しくお使いください。 

•クイック設定ガイド（付属：紙マニュアル） 

本製品のユーティ U ティーソフトのインス!-ールについて説明しています。本製品の導入時にお読 
み < ださい。 

•詳細設定ガイド(ユーティリティーディスク収録: PDF マニュアル•本書) 

セキュ U ティー設定など、本製品の詳細な機能説明や設定方法などを説明しています。 

•トラブル解ミ夫 Q & A (ユーティリティーディスク収録： PDF マニュアル） 

本製品のトラブルシューティングについて説明しています。必要に応じてご覧ください。 
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はじめに 


このたびは、 「 CG - WLUS 巳 2 GTST 」 をお買い上げいたださまして誠にありびとうございます。本書は本 
製品を正しくご利用いただくための手引さです。必要なとさにいつでも参照していただけるように、大切 
に保管してください。 

コレガ製品に関する最新情報（ファームウエアのパージョンアップ晴報など）は、弊社のホームぺージで 
お知らせいたします。 


http://www.corega.co.jp/ 


本書の読み方 


本書で使用している記号や表記には、次のような意味びあります。 

•記号について 


岛 

操作中に気を付けていたださたい内容です。必ずお読みください。 

麵 

補足事項や、参考となる情報を説明しています。 


•表記について 


本製品 

「 CG - WLUS 目 SGTST 」 を指します。 

「」-「」-「」 

「」で囲まれた項目を順番に選択することを示します。 


•イラスト、画面について 

本文中に記載のイラストや画面は、実際と多少異なることびあります。 


•正式名称について 


本書で使用しているソフトウェア名の正式名称は下のとおりです。 

- Windows ® の正式名称は、 Microsoft ® Windows ® operating system です。 

- Windows ® XP は、 Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 日 peratin 呂 system および 
Microsoft ® Windows ® XP Professional operating system の略です。 

- Windows ® 2 日日日は、 Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 日 peratin 呂 system の略です。 
- Windows ® Me は、 Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system の田各です。 

- Windows ® 98 SE は、 Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition operating system の略です 0 
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partI 


本製品の使い方について 


接続方法を決めよ 


本製品は、 IEEE 802.11呂規格、 IEEE 802.1 ]b 規格に対応したワイヤレス（無線 LAN) 通信アダプター 
です。 IEEE8 日 2.1] 呂規格、 IEEE8 日 2.1]b 規格に対応した無線ルーター、無線アクセスポイントと組 
み合わせることで、無線ネットワークを構築することびでさます。また、同じ規格の無線アダプター間の 
通信をすることわでさます。じ(下の例を参考にして本製品とパソコンの接続方法を決めてください。 


r 



本製品は、各社の無線 LAN 機器との間で相互接続性を確保していますび、個別製品の接続可否については、お 
使いの機器の製造 - P ぶ売元にお問い合わせください。また、コレガのホームページでは、本製品との接続び確 
認された動作検証表を随時公開してゆきますので、あわせてご覧ください。 


^■アクセスポイントを使ってインターネットに接続ずる 〜 Infrastructure 


「インターネット接続を複数台のパソコンで共有したい」「ケーブルなしでインターネットに接続したいと 
いった場合には、次の図のようにアクセスポイントを使ってインターネット接続をします。このとさには 
[InfrastructureJ モードにします。また、既にケーブルを使ってネットワークび構築されている環境に、無 
線 LAN を追加するとさなどもこのモードにします。工場出荷時の設定ではこのモードになっております。 



lp : l アクセスポイントは、別途ご購入いただく必要びあります。 

V_ J 


己 













■パソコン同±でファイルのやりとりをずるだけな！5〜 Ad-Hoc 


「離れた場所にあるパソコン同±でファイル交換びできればいい」という場合には、アクセスポイントは不 
要です。次のように無線 LAN アダプターを搭載したパソコン同±で直接通信をします。このとさには [Ad- 
HocJ モードにします。設定方法については、 PART2 の「無線 LAN の設定をしよう」 「Ad-Hocf— ド 
で使うとさは…」 （P.13) をご覧ください。 



(■無線 LAN のセ丰ユリティー巧策について 


無線 LAN では電波を使って通信を行ラため、電波び届く範囲であれば、通信内容を傍受されたり、不正侵 
入されたりする恐れびあります。このようなことびないように、次のようなセキュリティー機能を用意し 
ています。設定を行いたい場合は、 PARTS® 「無線 LAN の設定をしよう」「セキュ U ティー設定をしよ 
う」 （P.1 己）をご覧ください。 

-通信グループ化をする 

ESSID を設定する 

. 通信内容を暗号化する 

WEP (暗号キー）を設定する 
WPA (高度な暗号キー）を設定する 



本製品の工場出荷時の設定は、 
ち表のとおりです。 


項目 

出荷時設定 

ESSID 

cor 目 ga 

アクセス制限 

なし 

チヤンネル 

6 

暗号化 

無効 
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本製品を使わないときは… 


■本製品をパソコンか5取り外ず 


本製品をパソコンから取り外す場合は、下の手順で取り外してください。正しい手順で取り外さないと 
パソコンび正常に動作しなくなることびあります。 


^ N 

H •本製品を取り外す前に、ご使用のパソコンびネットワークに接続していないこと、また、他のパソコンか5 
アクセスされていないことを5崔して < ださい。 

• lU 下の操作を行うと、実際に本製品を取りがさなくてもデバイスの使用を停止したとみなされ、本製品は使 
用できなくなります。再度使用するときは、一度本製品を取り外してか5再び取り付けてください。 

V _ J 


1画面左下のタスクトレイ（通知領域）上のをまたは、聲をク U ックし、 「 CG - WLUS 巳 2 GTST 
を 安全に取り外します 」をクリックします。（ご使用の日 S により、下線部の表示は、中止や停止 
するという意味の内容になります。） 

2安全に取り外せる旨のメッセージび表示されたら、 「 OK 」 をクリックします。 

3本製品を US 巳ポートから取り外します。 

上で取り外しの手順は終了です。 

再度使用する場合は、そのまま USB ポートに取り付けると使用でさます。 

上で取り外しの手順は終了です。 

■ソフトウエアを削除ずるには 


本製品用のソフトウェアをパソコンから削除する方法を説明します。 

1「本製品をパソコンから取り外す」の手順を参照して、パソコンから本製品を取り外します。 

2 「スタート」ボタンー「プ□グラム」一 「 CG - WLUS 巳 2 GTST 」一 「無線 LAN 設定ユーティ U 
ティーの削除」の順にク U ックします。 

「ファイルの削除の確認」び表示されます。 

3 「 OK 」 をクリックします。 

ソフトウェアの削除び行われ、しばらくすると 「InstallShield Wizard の完了」び表示されます。 

4 「完了」をク U ックします。 

これでソフトウエアの削除は終了です。 
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part2 


無線 LAN の設定をしよう 



ットワークの設定をずる 


無線 LAN でデータをやりとりしたり、インターネットに接続したりするには、ネットワークの設定び必要 
です。 


■インターネットに接続ずるとき ) 

本製品を接続したパソコンでインターネットに接続するには TCP / IP の設定び必要です。次の手順で設定 
を確認してください。 

参 Windows XP の場台 


r 

H 設定を変更するには「コンピュータの管理者」または同等の権限をらつユーザー名で□グオンしてください。 

\ _ ) 


1「スタート」一「コント□ールパネル」をク IJ ックします。 

2 「コント□ールパネル」にある「ネットワークとインターネット接続」をク U ックします。 

「ネットワークとインターネット接続」び表示されていない場合は、画面左側の「カテゴリの表示 
に切り替える」をク IJ ックしてください。 

3 「ネットワーク接続」アイコンをク U ックします。 

4 「ワイヤレスネットワーク接続」をちク U ックし、メニューから「プ□パティ」を選択します。 

己「全般」タブで「インターネットプ□トコル( TCP / IP )」び有効になっているか確認します。 

6 「インターネットプ□トコル( TCP / IP )」を選択し、「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 



〇「インターネットプ □ トコル(TCP/IP)」を選択 


0「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 
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7 「全般」タブを選択し、次のように設定します。 



① 


② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、 
「次の IP アドレスを使ラ」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してくだ 
さい。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要びあります。詳しくはネットワーク管 
理者にお問い合わせください。 

8 「 OK 」 ボタンをク U ックします。 

9 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面で、「日 K 」 ボタンをク U ックします。 

10再起動を促すメッセージび表示された場合は、再起動します。 

メッセージび表示されなかった場合わ、手動で再起動してください。 

インターネットに接続するにはルーターなどの設定わ必要です。各機器のマニュアルを参照して、設 
定を行ってください。 


参 Windows 2000の場合 


設定を変更するには 「 Administrator 」 または Administrators グループのユーザー名で□グオンしてくだ 
^0さぃ。 

V_ J 


1「スタート」一「設定」一「ネットワークとダイヤルアップ接続」をク U ックします。 

2 「□一カルエ U ア接続」アイコンをちクリックし、メニューの「プ□パティ」をクリックします。 
《「□一カルエ U ア接続」の名称はご使用のパソコンの環境によって異なる場合びあります。 

3 「インターネットプ□トコル ( TCP / IP ) び有効になっていることを確認します。 
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4 「インターネットプ□トコル ( TCP / IP ) を選択し、「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 



己次のように IP アドレスの設定をします。 



〇「インターネットプ□トコル(TCP/IP」を選 
択します。 

& 「プ□パテイ」をク U ックします。 


① 

② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 

② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、 

「次の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力し 
てください。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要びあります。詳しくはネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 

6 「 OK 」 ボタンをク U ックします。 

7 「□一カルエ U ア接続のプ□パティ」画面の「日 K 」 ボタンをク U ックします。 

8再起動を促すメッセージび表示された場合は再起動します。 

インターネットに接続するにはルーターなどの設定も必要です。各機器のマニュアルを参照して、設 
定を行ってください。 
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参 Windows Me/98SE の場合 


ここでは例として Windows Me を使用しています 。 Windows 98 SE をご使用の場合も手順は同様 
です。 


1「スタート」一「設定」一「コント□ールパネル」をク IJ ックします。 

2 「コント□ールパネル」にある「ネットワーク」アイコンをダブルク U ックします。 

3 「ネットワークの設定」タブ内で「現在のネットワークコンポーネント」の欄に 「 TCP / IP -> CG - 
WLUS 巳 2 GTST 」 び表示されていることを確認します。 

4 「現在のネットワークコンポーネント」の一覧から 「 TCP / IP -> CG - WLUS 巳 2 GTST 」 を選択 

し、「プ□パティ」ボタンをク U ックします。 



〇 「TCP/IP->XXXX」 を選択します。 
※ネットワークアダプタび本製品だけの場合 
は「TCP/IP」と表示されます。 


@ 「プ□パテイ」をク U ックします。 


己 「 IP アドレス」タブで、次のように設定をします。 



① 


② 


① DHCP サーバー機能を持ったルーターなどを使ってインターネットに接続する場合は、 「 IP アド 
レスを自動的に取得する」を選択します。通常はこちらを選択します。 






















































② DHCP サーバー機能を使用しない場合や、特定の IP アドレスを割り当てる必要びある場合は、 
「次の IP アドレスを使う」を選択して、使用する IP アドレスとサブネットマスクを入力してく 
ださい。 

※お使いの環境によってはこの他ネットワークの設定をする必要びあります。詳しくはネットワー 
ク管理者にお問い合わせください。 

6 「 OK 」 ボタンをク IJ ックします。 

7 「ネットワーク」画面の「日 K 」 ボタンをク U ックします。 


12 



肖 I 脱(目 



巧旣 M 


巧巧倚に ) 


優をするアクわスポイントの : I_ 

W 下の價先川自位で、アクわスポイントに巧镜を試みます お加旧 ) 


-設定ファイルの管巧ぬ):- 
ほ巧する設定ファイルぞ遥巧し、通巧を巧 
してください 

I 励 D が I 

-を前変更化)」 

肖り除也 ）I 

■ 遥ぉが J 


0K I キャンセル 通巧み) 


② 


入力び完了したら「適用」を 
ク U ックします。 


① 接続したい ESSID (ネットワーク）をダブルク U ックします。 

② 新規で 「 Ad - Hoc モード」を利用したネットワークを構築する場合は「追加」ボタンをクリツ 
クします。 


2 「優先されるアクセスポイント」の欄に表示された ESSID を選択し、「プ□パティ」ボタンをク 
U ックします。 



〇接続したいネットワークの ESSID を入力します。 


©「Ad-Hoc モード（アクセスポイントを使用し 
ない)」にチェックをつける。 


@ 「0K」 ボタンをク U ックする。 


3手順]の画面ち下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 


これで 「 Ad - Hoc モード」の設定は完了しました。セキュ U テイーの設定を行う場合は「セキュ U テイー 
設定をしよう」 （ P .1 己）をご覧ください。 


「 Ad - Hoc モード J で使うときは… 


画面ち下の Tf をダブルク U ックし、本製品のユーテイ U テイーを起動します。 


通信巧能な ESSID (ネットワーク）び表示されます。 


設ミIが態IォプシゎI " -ジョンち報I 
AP 横まを)： 

巧ましたアクセスポイントへ巧倚するための設定ファイルを、巧病ボタンで化なします 


I 巧がまあ ) J _ 巧続 ( を） 


[い 


1 MAC(BSSID) [ 情ちな度 [iz キュリティー I CH J 周ぶ数 


xx ： xx ： xx ： xx ： xx：xx 


0 44 % 無タカ 6 2.437 Ghz 


I Mode I 


① 


岩心 
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無線 LAN のセキュリティーについて 


無線 LAN ではデータの通信に電波を利用しているため、電波び届く範囲であれば、通信内容を傍受された 
り、不正侵入される恐れびあります。本製品では、これらの対策として次のようなセキュリティー機能を 
搭載しています。 


■本製品で設定できるセ丰ュリティー機能 


• ESSID(Extended Service Set IDentifier) 

無線 LAN に接続する機器を識別する名前です。 SSID と呼ばれることわあります。同じ ESSID を持 
つ無線 LAN 機器同±でしか通信でさないため、独自の ESSID を設定することにより、外部から不正 
侵入される危険び減少します。設定方法については、この PART の 「 ESSID を設定する」 ( P .15) を 
ご覧ください。 


• WEP(Wired Equivalent Privacy) 

通信内容を暗号化し、通信内容の傍受を防ぐセキユ U ティー機能です。仮に通信データを傍受された 
場合でわ、通信内容の復元を容易に行うことびでさなくなります。64巳け、 ] 28巳 it の2種類から任 
意で暗号キーを作成します。設定方法については、この PART の 「 WEP を設定する」 ( P .16) をご覧 
ください。 


• WPA (Wi-Fi Protected Access) 

通信内容を設定した暗号キーを使って暗号化するセキュ ij ティー機能の一つです。暗号キーは一定時 
間ごとに変わる TKIP を採用しており、 WEP よりも解読されにくくなります。家庭でご利用でさる 
「 WPA-PSK ( Personal )」 と企業内でご利用できる 「 WPA-EAP ( Enterprise )」 の2種類の 
設定びできます。設定方法については、この PART の 「 WPA を設定する」 ( P .17) をご覧ください。 

• 802 . IX 認証 

無線ネットワークを確立する際に、認証サービスを受けるセキュリティー設定です。正しい認証キー 
でアクセスすると認証サーバーび正規のユーヴーであることを承認し、通信び巧能になります。企業 
内のネットワークで利用されます。設定方法については、この PART の「認証設定をする」 ( P .] 8) を 
ご覧ください。 


セキュリティー設定は、通信相手機器に合わせて同じ内容の設定を行ってください。 
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セキュリティー設定をしよう 


お加 ( 目） 

肖 I 聯ち） 

ブロバティが 
转旣 ( が） 

巧巧待に） 


0 K I キャン t ル」 通用(か 


設定 I が態 I オプシむ I バづかち報 I 


m 


まし R) I _ 格待堪 ） J I 


接続したい ESSID (ネットワーク）をダブルク U ックします。 


ダブルク U ックをします。 


入力び完了したら「適用」を 
ク U ックします。 


「プ□パティ」画面び表示されますので、新しく設定する ESSID の値を入力し、 「 OK 」 ボタンを 
ク U ックします。 


〇新しく設定したい ESSID を入力します。 



@ 「0 K 」 ボタンをク U ックします。 


手順]の「設定」画面に戻り、ち下の「適用」ボタンをク U ックして設定を反映させます。 


2 


AP 検索を)： 

巧ましたアク t スボイントへ巧镜するたゆの設定ファイルを、巧待ポタンで巧がします 


I 巧検 


J MAC(BSSID) I 担ち雄度 [ たキュリティー ] 


屈ぶ数 L 


Modi 


xx ： xx ： xx ： xx ： xx：xx 


前 


設定ファイルの管巧を ):- 

ほ用する設定ファイルぞ遥巧し、通巧を巧 
してください 

胤 D お） I 


を前を！ : 化 )I 

肖 I 臓(が I 


遇巧が 


-值ホするアクわスボイントみ - 

iu 下の语お if 立で、アク t スボイントに巧続を記みます 


1 ESSID 

1 たキュリティ -1 

$ core が 

Open system 



(■ ESSID を設定ずる ： 

画面ち下の yr をダブルク IJ ックし、本製品のユーテイ U テイーを起動します。 

通信可能な ESSID (ネットワーク）を自動的に表示します。 

WrM アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) び有効になっている場合は ESSID び 
空欄で就されます。 

K _ _ y 


岩却 
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(■WEP を設定ずる 


1画面ち下のをダブルク U ツクし、本製品のユーテイ U テイーを起動します。 

2 「設定」画面 （ P .15) び表示され、通信可能な ESSID (ネットワーク）び自動的に表示されます。 


B アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) び有効になっている場合は ESSID び 
空欄で表示されます。 


3言受定したいネットワークをダブ J レク U ックします。 

4「プ□パテイ」画面び表示されますので、 WEP の設定をします。 



① 


② 


⑤ 


④ 


入力び完了したら 「0 K 」 をク U ックします。 


① に hared Key 」 を選択します。 

② 「64刖」「128刖」の中から選択します。 

③ ] 6進数の任意の暗号キーを直接入力します。入力すると「*」の表示に変わります。 
•64 巳け：]6進数（□〜9、 a 〜り半角]日析 

- ] 28巳 it :] 6進数（□〜9、 a 〜 f ) 半角26ネ行 

④ 使いたい暗号キーを Key 1〜4の中から選択します。 

4 rOKJ をク U ックします。 

己「設赴画面に戻り、も下の「適胤ボタンをクリックして設定を反映します。 
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認証方式で 「WPA — PSK (パーソナル)」を選択します 
暗号方式で 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します 
「認証設定」ボタンをク U ックします 

《 RADIUS ヴーバーを持たないル規模なネットワーク構築の場合は任意の共有キーを入力 
して設定します。 


共有キーを）「 


「如 2 . 1 X 誌 i 正 - 


ほ巧する詔証方巧(目：厂 


I- 罰巧害- 


ユーザー 罰 B 月を I 
’ヴづ卜の話 B 月まのちか化が 


一巧郎一 


ユーザー 名(み「 
バスり-ド站 r 


バスワードの確記を）1 


TT に記話の I 


语まおれむトト iP 巧お開 (CA) が —— 


] 「 


] 


] 


r ツインを也）厂 


追加姐）」 


肖り除(段 J 


に 0 K( 0 )] キャン杜レを > 


〇初回アクセス時の暗号キーを入力します。 

《8文字〜63文字の任意の暗号キーを入力し 
て < ださい。 

-(下の半角英数記号ち使用でさます- 
!"#$%&’ ()* + ,-./:：< = >? 
@{¥}A_{；} 


@入力び完了したら 「0 K 」 をク U ックします。 


「設定」画面に戻り、ち下の「適用」ボタンをク U ックして設定を反映させます。 


5 rOKJ をク IJ ックします。 

6 「設定」画面に戻り、ち下の「適用」ボタンをク U ックして設定を反映させます。 


3設定したい ESSID の値をダブルク U ックします。 

4「プ□パティ」画面び表示されますので、次のように設定をします。 


ESS の無巧ネットワークを）（が jcorega 

セキュリティー設ミ 

W 下の無を記 il / B 音号で巧をほ巧します 


記 i 正ち巧(ぶ 

IWPA-PSK リトリナル） 


暗号ち巧:(が 

ITKIP 


WEPB 音ち強度 (U 

|:4 Bit - 

」 


キ-; L : 
キ-を 
キ-を 
キーを 


r 


r 


デフォルト キー 化） I お-、 
厂如 2.1 X をち細巧る W 


] 


' 詔 lit 哉罵の …' 


厂 Ad-Hoc モード ( ？ クたスポイントを使用しねい）（互 ) 
IP & プ □ キシ設定を！ 


0 K( 0 ) 


T 


キャンた!レに》 


① 

② 


⑤ 


入力び完了したら 「0 K 」 をク U ックします。 


^■ WPA を設定ずる J 

参家で使う場合 

1画面ち下の ir をダブルク U ックし、本製品のユーテイ U テイーを起動します。 

2 「設定」画面 （ P .15) び表示され、通信巧能な ESSID (ネットワーク）び自動的に表示されます。 

B アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) が有効になっている場合は ESSID び 
表示されません。 


①②③ 
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•企業で使う場合 


入力び完了したら 「0 K 」 をク U ックします。 


認証方式で 「 WPA-EAP (エンタープライズ)」を選択します 
暗号方式で 「 TKIP 」 または 「 AES 」 を選択します 

認証設定をしたい場合は「認証設定」ボタンをク U ックします（詳しくは 「 RADIUS ヴー 
バーを使う場合」 ( P .19) をご覧ください） 


5 rOKJ をク U ックします。 

6 「設定」画面に戻り、ち下の「適用」ボタンをクリックして設定を反映させます。 


1画面ち下の1をダブルク IJ ックし、本製品のユーティ U ティーを起動します。 

2 「設赴画面 （ P .1 日）び表示され、通信可能な ESSID (ネットワーク）を自動的に表示します。 

B アクセスポイントに ESSID を検索されないような機能（ステルス AP ) び有効になっている場合は ESSID が 
表示されません。 


3設定したい ESSID の値をダブルク U ックします。 

4「プ□パテイ」画面び表示されますので、次のように設定をします。 


ブロ/くテイ 



ESSID 無おネットワークを）（が 


① 

② 


⑤ 


「 AcJ - Hoc モードびクセスポイントをほ巧しない）咕） 

IP &プ□キシ設定の」 0 K (0) ||キャンセルを ） I 


①②③ 
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参 RADIUS ヴーパ’一を使う場合 

RADIUS サーバーを持つ大規模なネットワークではお使いのネットワークに合わせた設定び必要です。 
ご使用の環境によって設定び異なりますので、個々のサービスの担当者にお問い合わせください。 


/ N 

ユーザー証明書はあ5かじめダウン□ー ドするなど、入手しておく必要があります。 
v . _ J 



ここではに AP - TLS 」 の設定をする場合の説明をします。 



〇 「 EAP - TLS 」 を選択します。 

0「ユ ーヴー 証明」に認証 ヴー パ'-の認証 キーを 
入力し、「サーバーの証明書の有効化」に 
チェック7—ク をつ けます。 


@「ユーヴー名」を入力します。 


〇入力び完了したら 「0 K 」 をク U ックします。 


「設赴画面に戻り、ち下の「適胤ボタンをクリックして設定を反映させます。 



脾社では Windows 2000 Server インターネット認証ヴービス( I AS ) で動作を確認しております。 
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麵 本製品で設定できる WEP および WPA 設定は必下のとおりです。 

参 WEP - - -1 nf rastructure / Ad-Hoc 共通 


認証方式 

暗号方式 

WEP 暗号強度 

Open System 

無効 

— 

WEP 

64巳 it - ]6進数（□〜 9 /a 〜り ] 日巧 
] 28巳 it - ]6進数（□〜 9 /a 〜り26ネ行 

Shared Key 

WEP 

64巳 it - ]6進数（□〜 9 /a 〜り ] 日析 
] 28巳 it - ]6進数（□〜 9 /a 〜り26ネ行 


《日 pen System •••アクセスポイントに認証キーを通信させないで接続します。 
《 Shared Key ……アクセスポイントに認証キーを通信させて接続します。 

参 WPA - • - Infrastructure の場台 


認証方式 

暗号方式 

認証設定 

WPA - EAP 

TKIP 

EAP - TLS 

(エンタープライズ） 


LEAP 

EAP - TTLS 

REAP 


AES 

EAP - TLS 

LEAP 

EAP - TTLS 

REAP 

WPA-PSK (パーソナル） 

TKIP 

共有キー 


AES 

共有キー 


参 WPA - Ad - Hoc の場台 


認証方式 

暗号方式 

認証設定 

WPA - None 

TKIP 

共有キー 

AES 

共有キー 
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part3 


ユーテイリテイーの画面について 



r 設定 J 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にある yr をダブルク U ックしてユーティ U ティーを起動してく 
ださい。 ~ 



「設定」タブをク U ックします 


② 


⑤ 


「設定」タブをクリッ 
クします。 


① 


.⑥ 


-⑥ 


-⑦ 


④ 


.⑧ 


-⑨ 


.⑩ 


項目名 

説明 

① AP 検索 

利用可能な無線ネットワークの U ストび表示されます。 

②再検索 

ク U ックすると利用可能な無線ネットワークの検索を開始しま 
す。 

③接続 

①に表示される無線ネットワークを選択し、ク U ックすると 
ネットワークにアクセスを始めます。セキュ U ティー設定びさ 
れている場合は、同じ設定をしておく必要びあります。 

④設定ファイルの管理 

個々の無線の設定した内容を設定ファイルに保をすることびで 
さます。保をでさるファイルの数はお使いのパソコンによって 
違います。 

⑥優先するアクセス 
ポイント 

「 AP 検索」で表示された無線ネットワークをク U ックすると表 
示され、優先的に接続でさるよラにします。 

最大で]日日件の表示をすることびでさます。 

⑥追加 

無線のネットワークを新たに設定する場合クリックします。 

⑦削除 

「優先するアクセスポイント」で表示された無線ネットワーク 
を削除します。 

⑧プ□パティ 

「優先するアクセスポイント」で選択した無線ネットワークの 
セキュ U ティー設定をすることびでさます。 ( P .15) 

⑨移動 

無線ネットワークを優先したい順に並べ変えたい時にク IJ ック 
します。 

⑩ Auto 

無線ネットワークを自動的においわのから順に並べ変えます。 
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本製品は「優先する アクセスポイント」 に表示された ESSID (ネットワ ーク）の設定に対して、 
「IP アドレス」 「プ □キ シ」 の 設定を行うことびでさます 。 （Wind 日 wsXP /2 日日日の み） 


ESSID 彌巧本ットワーウを）邮 
「た单ュリティー IS ち- 


な下の無巧記記/^音ち方式を博用します_ 

i 王! i 正ち巧 (Ji) |Open bystem 

B 音ちホ巧屯） I無如 

WEPB 音ちな度 (U [64 Bit -16道郡の- 9/8-01 日が 

辛-; L: 

キー置 
辛-ミ 
辛一も 


] 


] 


] 


r 


r 


r 


デつホルト キー ( K ) I キー1 
厂日日 Zlx をち灿にする喊 


] 


記 i 正設ちの 


厂!曲[：：'|^(^(浑二'ド巧咒淵罚3；ド釋攪巧蝴师''啞； 


IP S ブ□单シ記ちの 


I 0 K (0) 1キ ル喧 ） 1 


rip & プ□キシ設定」ボタンを 
クリックします 


■ rip 設定」画面 

「 IP 設定」タブをク U ックします。 

IP アドレスと DNS ヴーノ（一の設定を入力してください。 


IP 設定プ□キシ設ミ I 
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p みの IP アドレスをほう- 

IP アドレスの： 1 

サブネットマスク(ぶ： 1 

デフオルトヴートウ X イ也)： 1 


1 

1 

1 

口 DNS ヴーパーのアドレスぞ自か的 

、本/ Tsnwc 什一1ぐ一/，つホ/ホろ 

こ 巧得する(昼） 

/ A の UiNoy り^化り ' r レ乂でげ]- 

價巧 DNS サーバー (と)： 1 

けを DNS サーバ’'-(直)： 1 


1 

1 

'^/ TSUffMC -：7 kM .つホ/ま:^ 

優ホ WINS 地)： 1 

巧替 WINS を)： 1 


1 

1 


OK 


キャンセル 


rip 設定」タブをクリックします 


ご使用の環境に合わせて入力してく 
ださい。 


入力び完了した5 roKj をクリツ 
クします 
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■ 「プ□丰シ設定」画面 

「プ□キシ設定」タブをク U ックします。 

プ□キシヴーバーの設定を入力してください。 



r プ□キシ設定」タブをクリック 
します。 


お使いの環境に合わせてプ□キ 
シの設定を入力してください。 


入力び完了した5 「0 K 」 をクリツ 
クします。 
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r 状態 j 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にあるをダブルク U ックしてユーティリティーを起動してく 
ださい。 

「状態」タブをク U ックします。 


⑩ 


設定[巧が ] がシヨシ I バ-ジヨン'博ま13 1 

巧镜找態 
巧続げ態： 

ESSID ： 

BSSID ： 

巧镜モード： 

如2.11モード： 

チヤンネル： 

障号化： 

送 f 言を域： 

記罰げ悠 
信号な度： 

い-ドウユア悟沛 
~ MAC アドレス 


巧続巧- 
corega ■ 
00： C 0：02： EC ：35：52 ■ 
Infrastructure - 
郎 2.1 化- 2.4 GHz - 
6 - 
巧か - 
11 。 Mbps ■ 
巧爲巧- 


その化のげ態 
電涯胺 


キャン t ル J 


「状態」タブをクリック 
します。 


① 


-⑤ 

-⑥ 

忘 

-⑩ 


-② 

④ 

-⑥ 

-⑧ 


.⑩ 


項目名 

説明 

①接続状態 

本製品の接続状態を表示します。 

③ ESSID 

現在設定されている ESSID を表示します。 

※工場出荷時の設定は 「 corega 」 です。 

◎ BSSID 

接続相手機器の MAC アドレスを表示します。 

④接続モード 

設定されている接続モードを表示します。 

(5)802.1 1モード 

現在接続されている通信規格を表示します。 

⑥チヤンネル 

現在使用しているチヤンネルを表示します。 

⑦暗号化 

現在設定されているセキユ U ティー設定を表示します。 

⑨送信帯域 

現在送信している送信帯域を表示します。 

⑨認証状態 

通信相手機器との接続状態を表示します。 

⑩信号強度 

通信相手機器との信号の強度を％で表示します。 

⑩電波状態 

本製品び通信可能の状態であるかを表示します。 

⑩ MAC アドレス 

本製品の MAC アドレスび表示されます。 
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r オプション j 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にあるをダブルク U ックしてユーティリティーを起動してく 
ださい。 


「オプション」タブをク U ックします。 



「オプション」タブを 
クリックします。 


④ 

.⑥ 

.⑥ 

-⑦ 

-⑧ 


①. 


② 
⑤I 


項目名 

説明 

①一般設定 

チェックをつけると各機能び動作します。 

②使用する通信モード 

「設定」画面での ESSID (ネットワーク）を検索するモードを設 
定することびできます。 

⑤優先ではない ESSID (ネット 
ワーク）に自動的に接続 

チェックをつけると「設定」画面 （ P .21) で検索された ESS 
(ネットワーク）を優先順位をつけることなく接続します。 

④電波を止める 

ネットワークの接続を中断したい時にチェックを入れます。 

⑥プラグメントしきい値 

有線 LAN から受信したノ くケットを無線 LAN 側に転送する際に 
分割するとさのしさい値を設定します。ここで設定した値を超え 
るパケットび分割されます。 

※パケット鼠ま、偶数で指定してください。 

※工場出荷時は「2346」に設定されています。通常は変更する必 
要はありません。 

⑥ RTS のしきい値 

有線 LAN から受信したノくケットを無線 LAN 側に転送する際に 
RTS (送信要求）パケットび送信されるしきい値を設定します。 
ここで設定した値を超えるパケットを送信する場合に RTS (送 
信要求）パケットび送られます。 

※工場出荷時は「2347」に設定されています。通常は変更する 
必要はありません。 

⑦ Ad - Hoc のチヤンネル 

Ad - Hoc 時の使用するチヤンネルを設定することびできます。 

1〜]4チヤンネルのいずれかから選択してください。 

※工場出荷時の設定は 「 Auto 」 です。 

⑧省電カモード 

消費電力を抑えるよう設定でさます。 

「無効」「最大」「速度優先」のいずれかから選択でさます。 

※工場出荷時の設定は「無効」です。 

※通常は設定を変更する必要はありません。 


25 












































r バージョン情報 j 画面 


画面ち下のタスクトレイ（通知領域）にあるでをダブルク U ックしてユーティリティーを起動してく 
ださい。 

本製品のソフトウエアの現在のバージョンび表示されます。 



「バージョン情報」タブをク 
U ックします。 
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用語集 


c 


A 


J 


• AES (Advanced Encryption Standard) 

米国商務省び暗号化標準技術として承認した暗号規格。 TKIP より強固な暗号化を施すことび可能 
です。 


• EAP(Extensible Authentication Protocol) 

ューヴー認証の際に使用するプ〇トコルです。 EAP-MD 己 (EAP Message Digest Algorithm 
己)、 EAP-TLS(EAP Transport Layer Secure)、EAP-TTLS(EAP Tunneled-TLS) などびあ 
ります。 


• IEEE 802.1 1b 

無線通信規格の一つで、] ]Mbps の規格を持ちます。現在多くの製品に導入され普及しています。 

• IEEE 802.1 1g 

無線通信規格の一つで、日 4Mbps の高速通信に対応しています。従来の IEEE8 日 2.1 化と互換を 
持ちます。 


• LEAP(Ughtweight Extensible Authentication Protocol) 

Cisco Systems 社独自の認証規格です。 

参 PEAP(Protected EAP) 

任意で設定された ID とパスワードで認証します。 Microsoft 社の PEAP-EAP-MSCHAPV2 や 
PEAP-EAP-TLS びあります。 

• TKIP(Temporal Key Integrity Protocol) 

一定時間ごとに暗号キーを変更する暗号化プ〇トコルです。 


• RADIUS(Remote Authentication Dial-in User Services) 

アクセスポイントと認証サーバーの間で認証情報をやりとりする際に使用するプ〇トコル信語) 
です。認証ヴーノく一を RADIUS ヴーノく一と呼ぶことわあります。 

• WEP(Wired Equivalent Privacy) 

ワイヤレスネットワークの標準を策定する業界団体 「Wi-Fi Alliance」 び提唱する暗号化規格です。 
無線通信のセキュ U ティー設定の一つで、通信内容を暗号化し、通信の解読を防ぎます。 
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• WPA(Wi-Fi Protected Access) 

ワイヤレスネットワークの標準を策定する業界団体 「 Wi-Fi Alliance 」 び提唱する暗号化規格です。 
無線のセキュリティー設定の一つで、暗号化プ〇トコル ( TKIP ) を使って通信内容を暗号化し、一 
定時間ごとに暗号を更新します。そのため WEP よりも解読びされにくくなります。企業内向さの 
WPA - EAP ( Enterprise ) と一般家庭向きの WPA - PSK ( Parsonal ) のこ種類びあります。 


参 WPA-EAP(WPA-Enterprise) 

企業などの大規模なネットワークに適した WPA 規格です。 RADIUS サーバーに認証キーのやりと 
りをする 802. lx 認証を使用し、セキュ U ティーを強化します。 

参 WPA-PSK(WPA-Pre-Shared Key) 

一般家庭向さの WPA 規格です。ユーヴーび任意で設定した認証キーに基づいて通信内容を暗号化 
し、 TKIP を使用し、通信データの暗号化を一定時間ごとに更新します。 


• 802.1 X 認証 

RADIUS ヴーパ'-とアクセスポイントの間で接続した場合のユーヴーを認証する機能です。 ra ¬ 
dius サーバーに登録された正しい認証キーでアクセスしたユーヴーのみアクセスの認証を行いま 
す。 



•認証 サーパー 

企業などの□一カル環境でユーヴー認証をコント□ールするサーバーのことです。 RADIUS ヴー 
バーとち呼ばれます。 
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ドについて 



本製品には IEEE 8 日 2.1] 呂を優先的に接続して通信速度を向上させる「ジエツト f ー ド 」 （Nitro Mode ) 
を搭載しています。工場出荷時の状態ではオンになっています。通常オフにする必要はありませんび、止 
むを得ずオフにする場合は!^^下の手順で行ってください。 


1. デバイス7ネージャを開さます。 

Windows XP の場合 

「スタート」をク U ックし、スタートメニュー内の「マイコンピュータ」をちク U ックし、「プ □ 
パティ」をク U ックします。「八ードウエア」タブをク U ックし、「デバイスマネージャ」ボタン 
をク U ックします。 

Windows 2000 の場合 

デスクトップ上の「マイコンピュータ」をちク U ックし、「プ□パティ」をク U ックします。「八一 
ドウエア」タブをク U ックし、「デノくイスマネージャ」ボタンをク U ックします。 

Windows Me/98SE の場合 

デスクトップ上の「マイコンピュータ」をちク U ックし、「プ□パティ」をク U ックします。 
続けて、「デバイスマネージャ」タブをク U ックします。 


2. 「ネットワークアダプタ」をク U ックし、 「 CG - WLUS 巳 2 GTST 」 をちク U ックし、「プ□パティ」 
をク U ックします。 



①ちク U ック 


(D ク U ック 


3. 「詳細設定」タブをク U ックし、プ□パティ U スト内の 「Nitro Mode 」 を選択し、値のプルダウ 
ンリストから 「 OFF 」 を選択します。 


CG—WLUSB2GTST のブ□パティ 


をお詳を HI 設定ドを f パ詳帥 

このネットワークア巧プタでは次のプ□バティを利巧できます。左刷でををするプ□パティをク 
リックしてから、ちなリでその植を进巧してください。 


プ□パティを)： 


f 直曲 


「 Comigur が ion Profile (# [off ▼1 


Power Save Mode 

つ Threshold 


①ク U ック 


(D ク U ック 


4. 「 OK 」 ボタンをク U ックします。 


5. パソコンを再起動します。再起動を促すメッセージび表示されなくても必ずパソコンを再起動して 
ください。再起動後、本機能び有効となります。 

29 




































おことわり 


-本書は、株式会社コレガび作成したわので、全ての権利を弊社び保有しています。弊社に無断で 
本書の一部または全部をコピーすることを禁じます。 

-予告なく本書の一部または全体を修正、変更することびありますびご了承ください。 

-改良のため製品の仕様を予告なく変更することびありますびご了承ください。 

-本製品の仕様またはそのご使用により発生した損害については、いかなる責任わ負いかねますの 
でご了承ください。 


◎2004株式会社コレガ 

corega は、株式会社コレガの登録商標です。 

Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
その他、この文書に掲載しているソフトウてアおよび周辺機器の名称は各メーカーの商標または登 
録商標です。 


2日日4年己月 Rev.A 初版 
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